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平成18年６月橋本市議会定例会会議録（第２号）の２ 

平成18年６月12日（月） 

                                           

        

（午前９時34分 開議） 

○議長（上田順康君）おはようございます。 

 ただ今の出席議員数は31人で定足数に達し

ております。 

                     

○議長（上田順康君）これより本日の会議を

開きます。 

                     

○議長（上田順康君）この際、報告いたしま

す。 

 市長から平成18年６月８日付、橋総第35号

をもって追加議案５件が送付されました。議

案はお手元に配付いたしております。これを

今会期中にご審議願うことといたします。 

 以上で報告を終わります。 

                     

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（上田順康君）これより日程に入り、

日程第１ 会議録署名議員の指名 を行いま

す。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第81条

の規定により、議長において14番 中西峰雄

君、19番 上垣内君、26番 谷川君の３人を

指名いたします。 

                     

 日程第２ 一般質問 

○議長（上田順康君）日程第２ 一般質問 を

行います。 

 今回の一般質問の通告者は25人であります。 

 質問は会議規則第62条の規定により、別紙

の順序により発言を許します。 

 順番１、33番 森安君。 

〔33番（森安欣吾君）登壇〕 

○33番（森安欣吾君）皆さん、おはようござ

います。 

 木下市政がスタートし、はじめての一般質

問であります。合併に伴う橋本市長選挙にお

いて、無投票当選の栄をかち取られ、新橋本

市の初代市長に就任された木下市長に、改め

てお祝いを申し上げます。おめでとうござい

ます。今後は健康に十分留意され、新橋本市

の構築に成果を大いに上げられることをご期

待を申し上げます。 

 それでは、通告に従い一般質問を行います。 

 私たちのまちは合併をし、新橋本市として

木下市政がスタートを切ったところでありま

す。合併の目的は何であったのかを再確認を

すると、少子高齢社会・人口減少社会の中で、

社会保障制度を維持するためには、各行政・

各自治体が単独での行政改革のみでは困難と

判断をし、今日の合併を迎えたと理解をして

おります。 

 最近私の住んでいるまちで経験したことで

すが、老人会と子ども会で共同の花の植え付

けの行事があり、当日、子ども会から14人、

老人会から21人の参加でありました。ちなみ

に私たちの区は、176世帯で493人のまちであ

ります。そのうち小学生が14人であり、本年

小学校入学者は１人であります。この厳しい

現実を見て、少子化、人口減少は私たちの周

辺で確実に進行していることを改めて強く感

じる一日でありました。 

 特効薬がないとささやかれる我が国の少子

化問題に、初の専任大臣の誕生でわかる我が

国の危機的状況であり、高齢化では限界集落、

集落消滅がクローズアップされる時代に入り、

少子高齢社会・人口減少社会の到来が財政と

表裏一体との視点に立って、行財政改革につ
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いて以下４点について質問をする。 

 １点目は、合併における行財政改革に関す

る計画項目が、どの程度達成されているのか。 

 ２点目は、早い時期に新市行財政改革案を

まとめるとあるが、その時期を明確にしてほ

しい。 

 ３点目は、行政評価制度の導入について明

確にされているが、行財政改革を進めるため

にはバランスシートを早急に作成し、市民に

公表すべきであると思う。 

 ４点目は、不祥事の再発防止と、行政本来

の行財政運用を図るために、内部統制組織の

整備運用を図るべきと思うが、どうだろうか。 

 次に、企業誘致について質問する。基本施

策で産業基盤全体の強化を掲げられ、その柱

として企業誘致を推進するとありますが、以

下３点についてお尋ねをする。 

 １点目は、何のための企業誘致か、改めて

質問をいたします。 

 ２点目は、誘致にあたっての基礎資料の整

備はどうされているのかをお伺いする。 

 ３点目は、達成に向けて努力されていると

思うが、達成目標はどうなっているのかお伺

いする。 

 次は、選挙に関して質問をいたします。予

算説明にもあったが、平成19年４月の県議会

議員選挙、市議会議員選挙、そして７月の参

議院選挙が行われる。今までもこのことにつ

いては質問があり、また、今議会でも同僚議

員から質問があり、多くの市民の方が関心を

持っておられるところであります。よって、

２点お伺いをいたします。 

 １点目は、開票事務の迅速化をどう図って

いるのかをお伺いいたします。 

 ２点目は、投票率の向上を図るために、投

票所の統廃合を含め検討されてはどうかお伺

いする。 

 次に、鉛管について質問をする。基本施策

にある安全・安心の面から、水道の鉛管に関

して質問をする。 

 １点目は、鉛管に関するＱ＆Ａを市民に公

表していくべきであり、以前は行われていた

と思うが、今はどうなっているのかお尋ねを

する。 

 ２点目は、鉛管の解消に向けて、どう計画

をされているのかお伺いをいたします。 

 以上でございます。 

○議長（上田順康君）33番 森安君の一般質

問に対する答弁を求めます。 

 市長。 

〔市長（木下善之君）登壇〕 

○市長（木下善之君）おはようございます。 

 私にとりまして、はじめての一般質問をお

受けするところでございます。今回の一般質

問は25名ということでございます。本当に、

多くの皆さん方が質問されることは、非常に

熱意の現れであろうということで思って、心

を込めて答弁をさせていただきたいと思いま

す。 

 最初に、森安議員の企業誘致等の問題でご

ざいますが、森安議員も非常にこのことにつ

きましては専門でございますし、いろいろと

ご指導をいただいてお世話になっておること

を、まずもってお礼を申し上げたいと思いま

す。 

 市政の運営の基本とすることに、まず第一

に「活力あるまちづくり」を掲げてございま

す。その施策の一つとして、企業誘致に取り

組んでいるところでございます。次代を担う

若者が市内事業所に就職し、地元に定住・定

着できるようにするためには、市内に多種多

様な多くの働く場所の確保が必要であると考

えます。 

 しかしながら、現状は残念ながら十分とは

言えず、就職をきっかけに市外へ転出する若

者がいることも事実でございます。特に大阪
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方面からベッドタウンとして開発を進めてま

いりました本市において、今は回帰現象とい

いますか、非常に多くの皆さんが戻られてお

るということが事実でございます。 

 新たな企業立地は、これらの解決策の一つ

になることはもちろん、新たな企業活動が営

まれることによって、それに付随する、ある

いは生じる物品調達など市内事業所の新規取

引をはじめ、市民の雇用、従業員の消費活動

などによって、進出地域はもとより、橋本市

全体の活性化につながるものと考えます。ま

た、市にとっても、法人市民税や固定資産税

などの自主財源の確保に寄与するものでござ

いまして、このことは、未来に向けて大変重

要であると認識をいたしておるところでござ

います。とりわけ、企業立地は各方面に好影

響をもたらしてくれる、いわゆるすそ野の広

い経済活動であり、京奈和自動車道路の事情

も大変明るくなってまいりました。そうした

意味から積極的に取り組んでまいるところで

あります。 

 誘致活動においては、誘致用地の概要をは

じめ、優遇制度の紹介や、道路などのインフ

ラ整備の状況などをまとめたパンフレットを

用意し、企業訪問を行っています。また、企

業との面談時においては、当然、雇用環境な

どに関する質問もいただいておりますので、

各種データ、例えば高校卒業者の進路状況、

新規学卒者の初任給、パートタイマーの平均

時給、有効求人倍率などの基礎資料を整備し、

企業が必要とする情報を提供することに努め

ているところであります。 

 企業誘致の専任組織発足後、誘致のための

企業用地が十分でないので、神野々企業団地

の整備から入っておるわけでございまして、

昨日、私も神野々の企業団地の貸し付けてお

った用地を再生いたしまして、立派に企業誘

致としての受け皿の現場を見てまいりました

が、いまだ十分でないということは事実でご

ざいますけれども、私も大阪方面へ会社訪問

も何日か行ってまいりました。多くの思いが

ございます。直接、あるいは金融機関などを

通じて、少しずつではありますが、土地の引

き合いなど問い合わせもあり、実際に現地案

内まで至った事例も出てきております。 

 新しい施策の実施に際しては、当然、期間

や達成目標を設定し、一定期間内に成果が出

るかどうかを検証すべきでありますが、実際

のところ、本件に関して、現時点では具体的

な達成目標は明確には定まっておりませんが、

営業目標も含め、現在行動計画を作成いたし

ておるところでございます。 

 今後とも、誘致実現のために鋭意努力して

いく所存でございますので、議員各位のご支

援方をよろしくお願いを申し上げます。 

○議長（上田順康君）助役。 

〔助役（清原雅代君）登壇〕 

○助役（清原雅代君）行財政改革についての

中の、不祥事事件の再発防止と、行政本来の

行財政運用を図るための内部統制組織の整備

運用についてお答えいたします。 

 今般の職員の不祥事については、市民の信

頼を著しく損なうこととなり、深くおわび申

し上げます。 

 事件発生後、本市では職員不祥事問題調査

検討委員会を設置し、一日も早く市民の皆さ

まの信頼を取り戻すために、この事件の実態

解明、再発防止及び事務等の改善策について、

調査検討に取り組んでまいりました。地方公

務員法第33条においても「職員はその職の信

用を傷つけ、又は職員の職全体の不名誉とな

るような行為をしてはならない」と定められ

ておりますが、地方公務員法だけに限らず、

これらさまざまな法令をもとに職務を遂行し

ていかなければならないと考えております。 

 そのためには、まず、職員一人ひとりが、
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市全体の奉仕者であることを強く自覚し、意

欲を持って職務に取り組むことはもちろん、

社会経済情勢の変化に柔軟に対応しながら、

市民ニーズに的確にこたえ、市民が満足する

質の高い行政サービスを効果的・効率的に提

供できる能力を身につけることが必要だと考

えておりますので、職員研修や日々の業務の

あらゆる機会をとらえ、職員の意識向上に努

めてまいります。 

 また、透明性を確保し、説明責任を果たす

ために、現在、本市では集中改革プランの策

定に取り組んでおり、本年11月の公表に向け

て作業を進めております。その後は、計画策

定から実施、検証、見直しを繰り返す、いわ

ゆるＰＤＣＡサイクルに基づいた不断の改革

に努め、その内容については、定期的に市民

にわかりやすく公表することとなっておりま

す。サイクルにおける検証過程では、行政評

価制度を導入するなど、今後の行財政改革の

さらなる推進と、先ほど申し上げました事件

の再発防止、法令遵守、業務の効率化等々、

今まで以上に内部統制の確立に向けて取り組

んでいかなければならないと考えております。 

○議長（上田順康君）理事。 

〔理事（塚本 基君）登壇〕 

○理事（塚本 基君）行財政改革の１点目か

ら３点目についてお答えさせていただきます。 

 まず、１点目でございますけども、１点目

につきましては、合併協議会において確認さ

れた「新市まちづくり計画」に示されており

ます財政計画は、合併初年度、平成17年度で

ございますけども、を含めず、これに続く10

年間、平成18年度から平成27年度までのもの

となっております。したがって、本年３月に

合併を迎えてからの行財政改革の達成度は、

現実的にはまだ明確なものとなっておりませ

ん。しかしながら、合併による効果にも挙げ

られております職員数の減少や、本年４月よ

り実施している職員給の３％削減等、これら

行財政改革を通じ、まだ実感はできませんが、

さまざまな効果が、目に見えない部分で確実

な成果を上げておるものと考えられます。 

 また、具体的な行財政改革に関する項目に

つきましては、現在、本市で進めております

橋本市行政改革大綱の策定、及び当該大綱に

基づいて策定される橋本市集中改革プラン、

いわゆる実施計画でございますけども、それ

によりまして、数値目標を明確化することと

なっております。これは、市民にわかりやす

く公表することとなっておりますので、今後、

市民等への説明責任を果たし、議会や市民等

の監視のもとに公正の確保と透明性の向上を

図りながら、より一層の行財政改革に取り組

むこととなります。 

 次に、２点目の項目ですけども、本市では

昨年、平成17年３月29日、総務省より発表さ

れました「地方公共団体における行政改革の

推進のための新たな指針」に基づき、橋本市

行政改革大綱の策定及び橋本市集中改革プラ

ンの策定・公表に向けて取り組んでおります。

集中改革プランにおきましては、本年11月に、

市民にわかりやすく公表する予定となってお

ります。 

 次に３点目でございますが、ご指摘のとお

り、行財政改革を進めるためには、バランス

シートの作成と比較検討が必要不可欠である

と考えております。旧橋本市においては、平

成15年度分のバランスシートは随時閲覧可能

であり、また平成16年度分はインターネット

の財政課ホームページで公表しております。

なお、旧高野口町のバランスシート作成の取

り組みは行われておらず、平成17年度分から

は新市としてバランスシートを作成し、ホー

ムページで公表してまいりたいと考えており

ます。 

 以上でございます。 
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○議長（上田順康君）上下水道部長。 

〔上下水道部長（井手上治巳君）登壇〕 

○上下水道部長（井手上治巳君）鉛管につい

てお答えいたします。 

 ご指摘のとおり、旧橋本市及び旧高野口町

のホームページには、「朝一番の水は飲み水以

外に」ということで、「朝一番や旅行などで留

守にしたときに最初に利用する水道水は、給

水管に滞留しています。このような水は、安

全のために残留塩素がなくなっていたり、給

水管に鉛管を利用している家庭では、鉛が幾

分溶け出したりすることがあります。通常の

使用状態では問題ありませんが、最初の水は

念のためバケツ一杯ぐらい、飲み水以外にお

使いください」とお知らせしていましたが、

合併後のホームページは担当課で作成するこ

とになっています。ただ今、ホームページを

早急に作成するよう資料等を整理しています

ので、いましばらくお待ち願います。 

 また、鉛管の解消に向けてどう計画をして

いるかとのおただしでございますが、鉛管は

細工が容易なことから、昭和50年代に配水管

より分岐する給水管に使用されていましたが、

旧橋本市は平成元年以降、また旧高野口町は

昭和59年以降、使用材料の変更を行っていま

す。平成18年６月現在で、総延長約31㎞、鉛

給水管使用戸数約7,700戸で、全体の約33％と

なっています。内訳につきまして、旧橋本市

約6,700戸、旧高野口町約1,000戸であります。

他市の布設がえ状況も本市と同じく、下水道

工事、老朽管布設がえ工事、道路改良工事の

支障移設及び漏水修理等で、鉛給水管の取り

かえを行っています。 

 全体を取りかえる場合、約12億円程度の費

用が必要になりますが、給水管は個人の所有

物であり、この鉛給水管の布設がえに対する

国費による補助は一切ありません。そのため

に、鉛給水管の更新事業を水道管路近代化推

進事業の補助対象とするよう要望もしていま

すが、現在採択はされていません。特に城山

台等の新市街地では、下水道も整備されてい

るため、下水道工事関連での取りかえは計画

できない状況です。 

 平成14年の水質基準に関する省令の一部改

正により、平成15年４月１日から、鉛の水道

水質基準値が0.05㎎/リットルより、0.01㎎/

リットルに強化され、このような状況から、

本市では水道水のｐＨ値を上げることにより、

鉛給水管からの鉛溶出を低減化させるよう調

整し、対策を行っています。 

 ご理解のほど、よろしくお願いします。 

○議長（上田順康君）選挙管理委員会事務局

長。 

〔 選 挙 管 理 委 員 会 事 務 局 長

(

池 田 清 次 君

)

登壇〕 

○選挙管理委員会事務局長（池田清次君）森

安議員のご質問にお答えいたします。 

 まず、開票事務の迅速化をどう図っている

のかということについてでございますが、選

挙管理委員会といたしましては、開票作業の

迅速化を図るため、開票作業に携わる職員に

つきましては、事務に精通した者の配置を心

がける一方、選挙期日までに各班の責任者を

集めて開票事務説明会を開催しております。 

 議員おただしのとおり、開票作業の迅速化

は、開票結果を少しでも早く知りたいという

選挙人の要望にこたえるという観点からも、

重要な課題であると認識しております。今後

も各班の体制の見直しや、他の自治体の例も

踏まえ、迅速化に取り組んでまいりたいと考

えますので、ご理解のほど、よろしくお願い

いたします。 

 次に、投票率の向上を図るために、投票所
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の統廃合を含めて検討してはどうかとのおた

だしについてお答えいたします。 

 現在、新橋本市におきましては、48カ所の

投票所を設けて投票事務を執行しております。

また、平素から「投票総参加」を目標に、鋭

意努力をしているところであります。さきの

平成17年９月に執行されました第44回衆議院

議員選挙は、旧橋本市の投票率は小選挙区

で 69.50 ％ と 、 前 回 の 平 成 15 年 総 選 挙

の62.38％から大きく上昇しました。しかしな

がら、選挙区の平均値の71.25％には及びませ

んでした。 

 さて、投票所につきましては、選挙人の利

便性を図り、投票率の向上をめざし、あわせ

て投票管理事務の合理化や所要経費の節減を

促進するために、都市化及び過疎化に伴う最

近の選挙人の集団の状況、投票区の地形及び

交通の利便、道路状況等地域の特性などを十

分考慮の上で、行財政改革の推進も視野に入

れて、見直しの必要なものについては見直し

に取り組む必要性があると考えております。 

 今後、来年の統一地方選挙を目途に、見直

しに向けた調査研究を進めてまいりたいと考

えていますので、ご理解賜りますようよろし

くお願いいたします。 

○議長（上田順康君）33番 森安君、再質問

ありますか。 

 33番 森安君。 

○33番（森安欣吾君）今、ご答弁をいただい

たわけでございますが、通告に従った順番で

再質問をさせていただきます。 

 一番最初に、行財政改革について再質問を

いたします。行政評価制度をつくるというこ

とでございますが、この、つくる中で、他市

でもありますが、市民が参加のできる行政評

価制度を作成していただきたい。横浜市なん

かでもそうですが、他市では市民がこの行政

評価に意見を申し上げることができる。多く

の目で行政評価をするということが必要なの

で、この点も常に考慮していただきたいと思

います。 

 それから、バランスシートは既に公表して

いるわけなんですが、これをＩＴだけとは違

って、もっと見やすい場所で何らかの方法を

考えて、ＩＴを使わない人にもバランスシー

トを見ていただいて、常に将来を予測する大

事な資料として、そしてこれからの人口が減

少すると、少子高齢社会がどんどん進んでい

くと、その中では一番今必要なのは、ありと

あらゆる企業から始まって、行政から始まっ

て、身の丈に合った考え方が必要であるとい

うことが、本当に今ほど問われている時代は

ないと思います。そういう意味で、いわゆる

ＩＴだけとは違って、ほかの面でも知り得る

ようなバランスシート、そして、市民の意見

を広く知恵をもらえるようにしていただきた

い。 

 ３点お伺いしているわけですが、次に３点

目が、内部統制組織の整備運用なんですが、

これは５月１日に施行された、いわゆる会社

法、新会社法にも記載があるわけですが、今

後はやっぱりこういう状況の中で、財政が逼

迫しているので、内部統制ができているのか

どうかということを市民に説明しなくてはな

らないような時代が、もう足元にまで来てい

ると。そういうことで、この３点についてど

うされるのかということを再質問でお伺いい

たします。 

 その説明の基本のベースの中で、私どもの

足元の、特に橋本市の中で、将来消滅するよ

うなというんですか、そういう集落があるの

かないのか。そのことを認識されているのか

どうかと。やっぱり非常に厳しいので、25年

先の話なんですが、今のところで一番将来予

測しているのが、常に、なかなか数字は新聞

以外では見えないんですが、インターネット
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ですぐ拾えるんですが、国立社会保障人口問

題研究所から出ているんですが、この近隣で

も、本当に和歌山県の中で見ましても、あと25

年後ではもう50％を割るようなところが何ぼ

かありました。また、私たちのこの橋本・伊

都のこの方面でも、一番厳しいところが、既

にかつらぎ町と合併されておりますが、これ

が25年先では今の人口の50.5％まで下がるだ

ろうと。高野町にしても52.2％、それから九

度山町にしても58.7％、かつらぎ町に至って

は、旧高野口町でカウントされています

が76.8％、それよりもっと下がるのが、かつ

らぎ町の69.5％、私たちの橋本市が87％とい

うふうに予測しております。こういう厳しい

人口減少社会の中で、これをベースにどう考

えられているかということをお聞きいたした

い。 

 それはなぜかといいますと、もう一度復唱

するわけではないんですけども、この財政計

画、合併の市民に配られたこの冊子の中に、

いわゆる財政計画、人口は必ず減少するんで

すよと言うてることをうたった合併計画なん

です。この発表された数字を私は信用いたし

ません。なぜかといいますと、これは住民登

録基本台帳以外に国勢調査があると思います

けども、その国勢調査にしますと、住民票は

橋本市に置いているよと、うちの子どもはも

う東京に行っているよ。年間200万円近く仕送

りしてあるで、ということで、お父さんお母

さんがもうけた金を東京へ送って、それで人

口はこちらへ置いているんだけど、住民基本

台帳には、行っていると。そういう例も何ぼ

かお聞きいたします。そういうふうにして、

基本台帳の数だけと違って、実態を踏まえた、

身の丈に合った行財政改革を行っていただき

たいということで、３点を質問いたします。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（上田順康君）理事。 

○理事（塚本 基君）１点目の行政評価制度

の、住民参加できるよう考慮せよというふう

なことでございます。これにつきましては、

本年と来年の２カ年をかけて、集中改革プラ

ンをチェックする段階で、プランを立てて行

ってチェックして再評価するというふうな流

れの中のＰＤＣＡ、その流れの中で行政評価

制度を中に取り込んで、前々から言われてお

りました行政コストもそこで出すことによっ

て、行政評価をしていくということでござい

ます。 

 これにつきましては、議員おただしのよう

に、当然、客観的に物事を判断できるような

状態でしなければならないというふうに思っ

ておりますけども、住民参加できるよう考慮

せよということでございますので、できるだ

け、まだどのようにするかというふうなこと

も、ちょっと遅いということでおしかりを受

けるかもわかりませんけども、まだ決まって

おりませんので、議員言われたようなことも、

進める上で配慮していきたいというふうに考

えております。結論は、できるとかできやん

とか、今の段階でちょっと言いにくいわけで

ございますけども、議員の言われることは十

分理解しているつもりでございますので、で

きるだけ配慮できるようにしていきたいとい

うふうに考えます。 

 それから、バランスシートでございますけ

ども、ホームページ等々で出しておるわけで

すけども、先進地他市の状況を見ますと、い

わゆるバランスシート、割とわかりにくい。

私もそれほど認識あるわけでございませんけ

ども、私らが見ましても割とわかりづらいよ

うなバランスシートでございますので、先進

地のわかりやすいバランスシートの住民への

開示状況も把握しておるところでございます

ので、そこら辺も含めて、わかりやすいよう

な方法でバランスシートを住民に公表してい
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きたいというふうに考えております。 

 それから、将来消滅される集落があるかど

うかというふうなことでございますけども、

これにつきましてはまだ調査不足で、どのよ

うにというふうなことを把握しておりません。

これにつきましても、実態を見よということ

でございますので、そのようにさせていただ

きたいというふうに思いますけども、長期総

合計画、行財政改革も含めてですけども、そ

れに伴って行政評価システムをつくっていく

のに合わせて、上位の計画も合併した段階で

作成していくというふうなことでございます。

長期総合計画も２カ年でつくっていくという

ふうな計画になっておりますので、その長計

をする段階で議員言われるようなことを精査

して、将来、橋本市の人口減少化についても

配慮していきたいというふうに考えておりま

す。 

 それから、内部統制でございますけども、

私のほうからご答弁させていただいてええか

どうか、ちょっとあれなんですけども、議員

言われる内部統制するについて、目的等々ご

ざいます。監査の方法もございますけども、

本来、公務員の職務につきましては、地公法

それから地方自治法、その他法令、条例、規

則等で大本に職務を全うするというべきもの

でございまして、間違いがあってはならない

はずでございます。それはもとよりそうなん

ですけども、その中で今回間違いがあったと

いうふうなことも事実でございますので、内

部統制機構の統制組織を構築するについての

目的はどんなものがあるかというふうなこと

も踏まえて、いろいろ調査した資料もござい

ますので、そこら辺も踏まえて、今後間違い

のないような形にしていきたいというふうに

考えております。 

○議長（上田順康君）33番 森安君。 

○33番（森安欣吾君）次に、企業誘致の項目

について再質問をさせていただきます。 

 これは先ほど市長からも答弁をいただいて

おりますが、また、市長以外に各部課長会で

もどうなってるんだということもあわせてお

聞きをするということで、その代表者がだれ

であるのかわかりませんが、企画部長になる

のかどうかわかりませんが、その辺も市長以

外の方からもお聞きをしておきたいと思いま

す。 

 一つは、手持ちの土地がないけれども、ち

ょっと神野々にもつくりましたよと、私のと

ころの橋本市の企業誘致の最大の特徴は、種

地が少ない、ないとは言いませんが、種地が

少ない企業誘致であります。これは紛れもな

い事実だと思います。それと、この点をどう

するのかと。民間の持っておられる土地も活

用していかなかったら、本来の目的は人口減

少であって財政力が逼迫してくるので、市税

の増収を図ろうということから市長が英断を

振るって、この企業誘致の部署もつくられた

わけですから、目的がそういうことで理解し

ておりますので、別に民間の土地であっても、

こういうことをいっぺん提供するので企業の

ほうで何とかしてくれへんのかいということ

があれば、それは市の土地とは同じようには

いきませんが、それと見合うような向こうか

らも資料を出していただいて、十分、ついで

というのは悪いですけども、一緒にやってい

かんかいというようなことを図られたらどう

かなと思うんです。 

 それから、発足より約１年がたっておるん

ですが、その間には、細かいことなんですが

アバウトで結構です、企業訪問はどれほどさ

れたのかと。再訪問はそのうちどれほど行か

れたのか。私も営業に二十五、六年携わって

まいりましたので、営業、ここの中には今度

今までの橋本市と違って、新市橋本市では企

業経営者とかいろんな方が企業に携わってお
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られた議員の方もたくさんいらっしゃいます

ので、大変僭越な質問になるかわかりません

が、これは常識でございまして、どれほどや

ってるんやと。市長も自ら行ってると言われ

ているんですが、そういう中で職員、別にそ

の担当課でのうてもいいと思うんです。何か

の用事があったら、これをちゃんと持って、

グループ会社じゃないんですから、別に自分

のところの名刺を出して、部課長であっても

行ったついでにその仕入れ業者にでも、これ

どうやろかと。うちこうやで。いっぺん帰っ

て、あんたのとこの商品買うてんやから、帰

って担当課にちゃんと渡して、いついつまで

返事くれへんかい、というのはこれ常識やと

思いますわ。これで時間があるとかないとか、

時間とるとかとらんとか以前の問題です。企

業であれば、達成しなかったらつぶれるか解

散するしかないんです。そういう面で、再度、

１年がたって、どうなんかということをもう

いっぺん、また、どうしようとされているの

かということをお聞きしたいと思います。 

 それと、私どもの橋本市には今度、商工会

と商工会議所が２カ所あります。ここにも補

助金を出すだけと違って、私どもよりも、行

政マンよりも多くの、この企業誘致について

のシンクタンクになり得る能力の方が会員の

中にもたくさんいらっしゃると思います。こ

ういう意味で、商工会議所また商工会の協力

を得ることについて、検討されたことがある

のかどうか。それがなしにただ補助金を出す

だけで、何か祭り出すときだけで、商工祭り

しなさいと、それだけではあんまりにもプロ

に対して申しわけないと。向こうがプロです。 

 今度、もう一つ、１点言いますと、橋本市

は公害が全然関係のない企業ばかり誘致しよ

うとしているのかと。優良企業ばかりイメー

ジしとってもちょっと無理やと思います。公

害のあるようなところから話があったら、ど

う取り扱うんだと。実際だめなんかと。それ

からそれに近いようなものでも、今度、次に

は許認可は、橋本市は建築確認でも何でもそ

うですけど、すべて上部団体の県が握っとる

んです。和歌山県の場合は。まだまだ橋本市

は人口少ないし、すべて、ですから企業一つ

来るにしても、まずはこの企業の許可が県か

ら下がるのかどうかと。この点も現実あり得

るわけです。根っこの県との関係についても

整備していかなかったらだめだと思います。

あるときだけに相談するんじゃなくて、どう

なんだろうかと。 

 次々話をしますけど、次に、訪問して企業

誘致をする人と、景気がいいときやったら職

員の、公務員の給与より高いんでしょうけど、

逆に言うと経営者でも、大変なときはお金を

取ってない人もあるかわかりません。誘致に

行く人よりも、真剣に考えて給与が少ない人、

そんな人もたくさん企業の役員の中にもある

かわかりません。だけど、その人たちは企業

をよそに移すことによって、いろんなことに

よって、道がつくことによって、この際もう

どこか転宅していろんな入ってきた金を有効

に活用しよう、いろんな頭を絞っている企業

はたくさんあると思います。そういうことで、

常に行く相手の人が私たちより財政的に豊か

なところは、今日び、来ていただく会社の中

では、あまりないと思います。橋本へ出てく

る企業はこれが実情だと思います。 

 もう一点は、和歌山県にも今度は東京県事

務所がありますので、また県人会もつくられ

るんですが、東京にそのたびに職員の方が出

張していただくのであれば、何カ月かのロー

テーションで東京事務所の一角を借りて、や

はりあそこへ拠点を置いて、人間関係の構築、

再訪問しやすいように、やはりあそこらも活

用、県のほうとして、されたらどうかと思い

ます。 
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 この点が、細かく分けましたけど、種地が

ないのでどうするんやということが、１年た

って再検討どうするんやと。それから商工会

議所なんかの、商工会の方にどうご協力を仰

ぐんだと。それから、基礎資料の中では申し

上げますけども、この近隣に、五条にはテク

ノパークがあります。あれも長いことたって

ますが、全部張りついてません。本当に労働

力があるんかないんかと。ある人に聞いたら、

ちょっとあそこへ来る場合に、大手になった

ら労働力は集約できないので来れないそうで

す。また宿泊施設がないからだめだそうです。

そういうふうに、大手から見ると労働力がな

いんです。先ほども触れましたけども、人は

いないんです。人口減少で高齢社会で。本当

に私たちの足元を見て、労働力の人が、企業

が来てすぐ働く人がおりますか。この辺も十

分検討して売り込んでいくと。 

 もう一点、大滝ダムに大きな負担金を出し

ておりますが、私は水を最大の資源だと思う

んです。人口が張りつかなかったら、この水

を売ることを考えたらいかがでしょうか。こ

れは土地以外に、非常に橋本市特有の財産で

す。この水利権を活用したものをつくってい

かれたらどうかと思います。 

 そういう意味で、提案も含めて、大きく分

けて４点にわたって再質問を行います。よろ

しくお願いいたします。 

○議長（上田順康君）再質問に対する答弁を

求めます。 

 市長。 

○市長（木下善之君）森安議員の再質問にお

答えを申し上げたいと思います。 

 非常に企業誘致のこと、大変重要であると

いうことを私も申し上げたわけでありますが、

大阪への営業に向けては、株式会社橋本市と

いうつもりで出向いておるわけでございます。

私も４日か５日ほど行くんですが、三十数社

行ってまいりました。これからも私は毎月２

回、もう基本を決めております。なかなか県

も知事が、数日前もお会いしたんですが、会

うたびに企業誘致のことを、私の顔を見たら

企業誘致の話ばかり、県も数人、企業立地室

というものが今度は格を上げて企業立地局で

したか、格を上げてものすごい体制にしてお

るんです。最大１企業100億円県は出しますよ

と、そこまで来とるんですね。 

 なかなか、しかし行きますと、これから真

夏に汗だくで行く決意はしておるんですけど

も、隠れ谷でへら鮒釣っておるように、そな

い上がってきません。隠れ谷にはなんべんも、

この間からも大会ありましたので私も見せて

もらっていたんですが、それはなかなか100

社いて、船で言うとこれぐらいのもんやな。

私らは力不足で、釣るんですが、商談に乗っ

ていただくの、時には間に合ってますからど

うぞお引き取りくださいと、こう言われるん

ですよ。お引き取りくださいってお前、大き

な男が３人もいて帰るわけにいかない。何と

かひとつ説明聞いておくれよ。たとえ短時間

でもいいさかい。社長忙しかったら部長でも

いいからということでやり合うて、そして聞

いていただいておる。そこまでの熱意あるん

だったら聞かせてもらおうかということでね。

本当に厳しい状況が現実にひしひしと感じて

おるところでございます。 

 目標も申されましたけれども、県は２年間

で1,000社訪問するということを知事は言わ

れております。私は１年間に500社ぐらいとい

うことで、そしたらイコール同じであります

けれども、この間も行きますと、１年間に500

社を目標に訪問する。この間も参りますと、

県から後に来てましたよというようなことで

あります。それぐらいね。紀ノ川市なんかも

すごいです。もうそんな生易しいものやない

ですね。これは誘致合戦。これは体制の立て
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直しを今私も考えておるんですけど、参事級

から上は月１回ぐらい行ってもらおうかとい

うこと。事務能率をすいと上げていただいて、

一日あけてもらう。そして大阪へ飛び込んで

もらう。大阪には中以上のところが３万6,000

社ぐらいあるんですよ。これ、くまなく行こ

うと思ったらちょっと私の任期中には行けん

かわかりませんけども。そして年に500社、私

の私案ですよ。月に私が２回、参事級から上

は１回、これはこれからの話し合いにあるわ

けですが、私の原案としまして、年間できれ

ば実を結ぶのが、目標として四、五社ぐらい

は結べないだろうかと。500社行って５社ぐら

いは結べないだろうか。そういう考えを強く

持っておるところでございます。 

 けれども何といいましても、この間から感

じますのに、しっかりとした企業誘致の用地、

これが今のところ胸張って言えないんですよ。

図面や地図やいっぱい重たいほど持って、私

も黒いかばん買うてきました。それを持って

行くんですよ。そうしてそこへ出すんですが、

どこにあるんですかというような、今急いで

神野々の工業団地を、きのうも行ってきて今

度行くんですが、更地にしたあれも写真を撮

って拡大して、行く予定にしとるんですが、

まず今のところ、再三再四話し合い重ねてお

りますのは、都市再生機構の用地126ｈａござ

いますけれども、これは本社からも再三来て

いただいて、全部住宅宅地をやめまして、企

業立地の種地にしていくということが決まり

ました。これには用途変更していかなければ

ならないんですが、大和二見御幸辻停車場線

の県道から北側で、この間、数日前にも来て

いただいたんですが、造成を即刻進めていく

ということで約束できまして、まず道路か

ら16メートル、道路を入れていくということ

でございますが、約40ｈａできるという見込

みを立てております。それを進めていきます

と、責任がいっぱいかかってくるんですよ。

日に日に造成が変わってまいりますと、どこ

の企業がどこへ張りつくかということが非常

に至上命令であります。 

 そういうことに向かって進めておるわけで

ございますけども、機会あればあるごとに、

私はあやの台の販売センター、あるいは売れ

残って多いみゆき台のセンター、あれへもし

ょっちゅう行っております。一番悩んでおる

のは、働く場所ありますかと一番聞かれるん

ですよ。僕らに働く場所あるんですかと。あ

んまりなあということで、そんなこと言わん

といてくれと私申し上げて、ハローワークに

行ったらいくらでもあるんやから、ひとつそ

んな、営業というのはそこらセールスポイン

トやからと言うて、販売の責任者とやり合う

とるんですが、実態として私は寂しい思いを

しております。 

 そんなことで、やっぱり若者が定着してい

ただけるような、そういうまちづくり、元気

づくり。人も元気、まちも元気。その元気づ

くりをするのは一にも二にもこれしかないん

です。そして将来の子や孫への、将来に向け

て本当に伸びた橋本市のすばらしい市を構築

していくためには、これをしっかりと踏まえ

て、今考えておるのは、大阪で場合によって

は３人ほど公募しようと思っとるんです。も

うはっきり言うときますけども、まだ内部で

これは言ってないので、決まったことという、

私の私案ということで、それぐらいの熱意が

ありますので、ひとつ皆さんのお力添えもよ

ろしくお願いをいたします。 

○議長（上田順康君）企画部長。 

○企画部長（吉田長司君）時間が少ないので、

簡単に答弁させていただきます。 

 土地につきましては、市長が言いましたよ

うに、現在、橋本市が持ち分が少ないので、

企業用地として機構の土地、センターゾーン
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以外の北ゾーンを中心にこれもしてございま

す。そういうことで、和歌山県の企業立地ガ

イドのほうにも機構の土地については紹介し

て、これも売り込みに入ってございます。こ

れにつきましては、県と市と機構で、３者で

連絡会議を開きまして、売り込みについてど

ないやっていくかということを綿密に話をし

ているところでございます。 

 それと、どれぐらい回ったかということで

ございますけれども、１回行きましたら５社

から10社ぐらいの量になります。私も１回市

長のお供をして行ってきたわけでございます

けれども、それからしまして、今年から、今

年度に入りまして活発に動いているわけでご

ざいまして、現在のところ数十社程度、東大

阪市、河内長野市、特に大阪の南のほうを中

心に回っているような状況でございます。 

 それから、市内の労働力の問題でございま

すけれども、これはハローワークのほうとも

連絡をとりながら、どれぐらいがあるかとい

うこと、ちょっと具体的な数字、今言いまし

たら時間かかりますのであれしてますけども、

連絡をとってどれぐらいあるかということ、

よく聞かれますので、それも把握していると

ころでございます。特に、河内長野に行った

状態でございますけども、工場の３分の１、

どの工場に行っても３分の１程度は和歌山県

から来ているというような状況でございまし

たので、河内長野市には悪いんですけども、

この人数を何とか橋本へとどめれたらという

ような形で考えてございますので、そういう

ことで、労働力につきましてはかなり大阪の

南のほうへも流出しているという認識でござ

います。 

 それから、水の問題でございますけども、

水利権については十分ございます。それと、

基幹施設である取水場、浄水場につきまして

は、かなりの量がとれるような状況になって

ございますけれども、悲しいのは送水施設が

まだできていない。工場によってかなり使う

ところでしたらそれなりの送水施設をつくっ

ていかなならん問題と、問題は料金でござい

ます。工場用水という料金が設定してござい

ませんので、その辺をクリアしていったら工

場誘致にかなり使えるんじゃないかというこ

とでございますけれども、かなり検討が必要

かというふうに考えてございます。 

 それから、東京橋本人会の件でございます

けども、先般、おとついでございますけども

東京へ行って、その発足の会議の打ち合わせ

をしてございます。ということで、今年秋に

立ち上げの総会をするわけでございますけれ

ども、それにつきましても橋本市だけじゃな

しに、県の東京事務所なんかにも協力をいた

だいて、盛大に立ち上げができるように準備

している状況でございます。 

 以上でございます。 

○議長（上田順康君）もう35分までですので。 

○33番（森安欣吾君）ありがとうございまし

た。 

 次に、簡単に言いますと、あと選挙と鉛管

についてですが、選挙についてはバランスは

できたんでは、先輩の旧高野口町は非常に橋

本市と違ってバランスのとれた投票所があり

ます。投票率もそんなに悪くないです。です

から、この先輩の、こういうことの先輩では

高野口町の例をよく見習って、旧橋本市内の

再構築を図っていただきたい。これは調査し

た結果、そういうふうにわかりましたので、

私自身認識しておりますので、このことです。 

 それと、もう時間がございませんので、も

う一点、鉛管についてですが、この鉛管では、

先ほども部長からありましたけど、取りかえ

に対する補助金制度は、個人的なところはな

いし、公のところもあったのか、あったけど

もだんだんとこれがなくなってきているとい
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う状況なので、行政当局と議会の役割を決め

て、上部団体に機会があるごとに、行政当局

は県やら国に、この取りかえに対する補助金

の創設をお願いしたいと、これをやっぱり働

きかけていかなかったら、私のとこのような

まちでは、12億のお金をそんな簡単に出せま

せんし、毎日毎日生活している大事な水のこ

とですから、いいとか悪いとか別に、ダイオ

キシンやったらその場所へ行かんかったら被

害をこうむらないのですけど、この水だけは、

好むと好まざるとについて、飲まなきゃだめ

なので、これは鉛管を通ってきておって、ち

ょっとでも心配があっても飲まなきゃだめな

ので、この点を、それから議会は議会で当局

から働きかけてほしいのは、やっぱり意見書

なり、決議文を上げてほしいという、具体的

な要望を、これは議会も調査して自らするの

が当然なんですが、そっちのほうからも働き

かけていただいて、お互いに協力をして、橋

本市議会として議決をし、また県に対してこ

の意見書を出して、この働きかけを、そうい

う意味で橋本市を鉛管の情報発信にしていっ

たら、住宅施策をやっているわけですから、

そういう意味では最適ではないかなと思いま

すので、このあわせて２点について、時間が

あれば答弁をしていただいて結構ですし、な

かったら要望にとどめておきます。 

 以上です。 

○議長（上田順康君）これをもって、33番 森

安君の一般質問は終わりました。 

   


